
 

 

 

 

「八幡市子ども会議」とは 
 「八幡市子ども会議」は、「八幡市の未来を担う子どもたちが、あらゆる人に対する思いやりや、いたわりの心、生きること

の尊さについて考え、人々が生涯を通じて等しく、充実した生活ができる社会をめざして、自分の意見を表明し、子どもの立場

から議論・提言をすること」を目的とし、平成 16年度から継続し 20年目を迎えた取組です。 

 本年度は、市内小・中学校と京都府立京都八幡高等学校の児童・生徒 28名の委員が、昨年６月から本年２月まで、八幡市を

よりよくすることを目指し、自分たちで決めたテーマについて、話し合いや調査研究、インタビュー等を行い、市長への提言に

まとめました。また、活動を進めるに当たり、立命館大学政策科学部 稲葉 光行教授に御指導いただくとともに、稲葉ゼミの

大学生にも活動のサポートをしていただきました。 

 

「令和５年度 八幡市子ども会議 －市長への提言－」 
 令和６年１月 20日に八幡市社会福祉会館３階活動室にて、「八幡市子ども会議 －市長への提言－」を行いました。各班の主

な提言内容を紹介します。 
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小学生Ａ班「やわたけフェスティバル」 

竹の消費機会を増やし、放置竹林

を減らすとともに、八幡市の竹の魅

力について広く知ってもらうため

に、竹工作体験や竹を使った作品の

展示、地域の交流を生む音楽やダン

スのイベントを合わせた「やわたけ

フェスティバル」の開催を提案しま

した。 

小学生Ｂ班「八幡市の名産品を使ったオ

リジナル給食メニュー」 

八幡市の子どもたちに新たな八幡

の魅力を知ってもらうために、名産品

を使ったオリジナル給食メニューを

考え、提案しました。せんべいのよう

な「八まんべい」、チュロスのような

「八チュロ」を作り、市長、教育長に

も試食してもらいました。 

小学生Ｃ班「公園カラフル化計画」 

市内の公園の利用者が少ないと

雑草が増え、その処理に予算がか

かることに目を向け、八幡市で実

施している行事のサブイベントと

して、環境にやさしいチョークを

使った公園でのらくがきイベント

を実施し、公園利用者の増加や関

心の高まりを促す取組について提

案しました。 

中学生班「八幡市キッズ健幸アンバサダ

ーの活用」 

八幡市内の健康無関心層の健康へ

の意識を高めるため、八幡市のキッ

ズ健幸アンバサダーを「にょきにょ

キッズ」と名付け、「ながら運動」の

動画配信など、健康に関する情報発

信の活動に取り組んではどうかとい

う提言をしました。 

高校生班「小学生と高齢者の eスポーツ

での交流」 

 実際に市内の高齢者に eスポーツ

体験をしてもらい、インタビューし

た結果から、小学生と高齢者が eス

ポーツを通じて交流する機会を設け

ることで、高齢化が進む八幡市の高

齢者の認知症予防にもつながるので

はないかと提案しました。 

講評 立命館大学政策科学部教授 稲葉光行先生 

子ども会議は「答えのない問題に取り組んで、答えを見つける」 

という文部科学省の通達にある学びをはるかに超える活動です。 

今年の委員の皆さんは、一を言ったら十を足すような「アイデア 

の足し算」をしてきました。子ども会議のような取組は 20年前に 

は世界中でも皆無でした。この貴重な子ども会議で、これからも 

アイデアを膨らませる足し算を続けることで、八幡市はもちろん、 

日本や世界も、もっとよくなっていくだろうと期待しています。 

１年間の活動プレビュー 

 

実際に調理をしたり、フィールド
ワークに出かけたり、体も心も動
かして、調査・研究活動をします！ 

夏休みには、市役所で、職員への
インタビュー活動をしました。 


